
第１７回 宇宙開発戦略本部 議事概要 

 

日 時：平成 30年 7月 6日（金） 9：15～9：25 

場 所：官邸４階 大会議室 

 

出席者：別紙のとおり  

 

議 事： 

（１） 宇宙基本計画工程表に向けた重点事項について 

（２） その他 

 

議事概要： 

 

○ 冒頭、松山宇宙政策担当大臣から、資料１「宇宙基本計画の工程表改訂に向け

た重点事項」について説明が行われた。 

 

○ 出席者からの発言は以下のとおり。 

 野田総務大臣から、「衛星から得られるデータは、気象予測や地理情報の把

握のみならず、防災や農業を含む幅広い分野で 有効に利用することが可

能と考えます。そのため、総務省では、民間ビジネスと情報通信 研究機構

が持つ宇宙関連の様々な技術とのマッチングを進め、イノベーションを創

出していきます。さらに、電波の技術を活用した衛星搭載センサや 衛星デ

ータ解析の研究開発にも積極的に取り組んでいきます。」といった発言があ

った。 
 世耕経済産業大臣から、「経済産業省では、”Connected Industries”推進

に向け、年度内に、政府衛星データのオープン＆フリー・プラットフォーム

の立上げを目指します。また、宇宙ベンチャー支援パッケージに基づき、ビ

ジネス・アイデアと投資家を結びつける「S(エス)-Matching(マッチング)」

の本格運用を先月開始しました。ベンチャー企業と JAXA 等との人材交流も

促進します。引き続き、宇宙産業振興の観点から、政策を進めていきます。」

といった発言があった。 

 小野寺防衛大臣から、「今週月曜日、防衛大臣として初めて JAXA 筑波宇宙

センターを視察しました。今後、宇宙状況把握（SSA）をJAXA と協力して行

い、宇宙安全保障面での連携を強化して参ります。また、防衛省では、４月

に２機目の X バンド衛星の打上げに成功し、秋に米空軍宇宙司令部で行わ

れるシュリーバー演習に初参加いたします。これらを踏まえ、年末に策定予

定の「新防衛大綱」と「次期中期防」に、自衛隊による宇宙利用の拡大と宇

宙安全保障の確保について盛り込むべく検討を進めて参ります。」といった

発言があった。 

 



 
 水落文部科学副大臣から、「文部科学省は、国際競争力の高い新型基幹ロケ

ットとなるＨ３やイプシロンの開発を着実に実施します。また、安全保障、

防災のみならず、産業振興にも資する先進光学、先進レーダ衛星等の研究開

発を着実に進めます。更に、国際宇宙探査について、ISEF2 も踏まえ、米国

が進める月近傍拠点や国際協力での月着陸探査を念頭に、国際調整や技術

実証等を推進します。」といった発言があった。 

 

○ 安倍内閣総理大臣より、以下のとおり指示があった。 

 宇宙を巡っては、国際的に、各国が安全保障面での取組を強めています。現

在、国内では、「防衛大綱」の見直しが進められていますが、こうした国際

的な動向も踏まえ、防衛省を中心に関係府省と連携し、宇宙安全保障の強化

に向けた体制整備を進めてください。 

 11 月には準天頂衛星「みちびき」の測位サービスが開始します。今後、こ

れまで政府が蓄積してきた膨大な衛星データも含め、民間におけるデータ

利活用を促進し、新たなビジネス創出を一層加速してください。 

 米国が進める月周辺の有人拠点の整備計画をはじめ、 宇宙探査や宇宙デ

ブリ問題など、宇宙空間を巡る国際的な議論が活発になっています。こうし

た中で、我が国は、その技術力・人材力を活かし、世界をリードして問題解

決に取り組んでください。 

 こうした点を中心に、年内の「宇宙基本計画工程表」の改訂に向けて、松山

大臣を中心に、関係閣僚はしっかりと連携して取り組んでください。 

 

（議了） 

  



（別 紙） 
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